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今年の冬はラクしよう。

Honda除雪機予約受付中！！Honda除雪機予約受付中！！

アフターサービス万全
Honda汎用機ベストサービス認定店

勝山市芳野町1丁目1-13
TEL.（0779）88ｰ0116㈹

No.1No.1

今なら自由に選べます。
全型式特別価格全型式特別価格

みなさん～！！お手持ちの除雪機
ちょっとレベルアップしませんか？

除雪機下取り（査定致します！）除雪機下取り（査定致します！）

1特別価格は店頭発表！
2予約金は2万円でOK！
3残金は納入時でOK！（10～12月予定）

①Hondaオリジナル
　ジャンパー1枚進呈！
①Hondaオリジナル
　ジャンパー1枚進呈！
②ボディカバー1枚進呈！②ボディカバー1枚進呈！

早期ご成約の方お早いお越しがお勧め！

発行/福井県勝山市　編集/総務部秘書・広報課
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1　TEL0779－88－1114　FAX0779－88－0222
〈URLアドレス〉　　　 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

この広報紙は
再生紙を使用
しております

広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

　大阪で生まれ育った真
司さんは、精密機器のエ
ンジニアとして働いてい
たときから「田舎暮らし」
に憧れていました。妻の
梨恵さんが小浜市出身と
いうこともあって、福井で田舎暮らしができる場所はな
いかとを探していました。
　４年前、勝山市内の農家に直接連絡をとり、弟子入り
を志願したことがきっかけで、家族で勝山に移住。移住
当初は収入も少なく、貯蓄を切り崩していくような生活
だったそうですが、「周りの方がいろいろと助けてくれ
て、勝山の方はとても温かい。」と梨恵さんは話し、真
司さんも「勝山に来て良かった。」と話していました。
　「恐竜博物館などがあって、たくさんのお客さんが来
るこの勝山で、いつか観光農園を開きたい。」と語るお
２人は、勝山での田舎暮らしを十分満喫されているよう
でした。

澤
さわむら

村 真
しん

司
じ

 さん（42）
　　 梨

り

恵
え

 さん（34）
平成22年3月、大阪から若猪野に移住し、
若猪野の農家で農業に従事。今年4月に
独立し、メロンやトマトなどを生産してい
る。２人の子どもと４人暮らし。

田舎暮らしに憧れて
～大阪からの移住～

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい
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合計98億1,396万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
28万円
72万円
0万円
0万円

9,077万円
23万円
459万円
0万円
77万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
簡 易 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

3,483万円
13億5,649万円
2億1,650万円
2億0,654万円
29億4,613万円
3億1,531万円
27億1,612万円

1,194万円
3,245万円

3,455万円
13億5,577万円
2億1,650万円
2億0,654万円
28億5,536万円
3億1,508万円
27億1,153万円

1,194万円
3,168万円

30億6,808万円

市民税
13億5,733万円
（44.2％）

固定資産税
12億8,377万円
（41.8％）

軽自動車税
6,037万円（2.0％）

市たばこ税
1億5,810万円（5.2％）

入湯税
3,289万円（1.1％）

都市計画税
1億7,562万円（5.7％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計

下水道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

市有林造成事業

合　　　　計

特 

別 

会 

計

98億1,396万円

57億7,166万円

2億1,456万円

16億 570万円

4,427万円

174億5,015万円

（平成25年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万8,893㎡
2,250万 300㎡
23万4,631㎥

24億7,225万円
13億9,611万円
10億7,614万円

4,011㎡
3億1,400万円
3億8,284万円
1億7,794万円

民生  3億2,775万円
4億3,189万円

農林水産
5億1,035万円

衛生

土木

土木

土木 （公園）
7億1,343万円教育

その他
9億          
9,695万円

消防 2億334万円

8億6,521万円

   臨時
 財政対策債
40億
   3,568万円

（都市計画）
12億564万円

（道路橋りょう・住宅）
5億2,372万円

特別会計特別会計

勝　 山 　市

23
年
度

22
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

98.7％

経常収支比率

98.2％
92.1％

財政力指数
※ ※

0.45
県内9市平均 90.7％ 0.65

0.44
0.64

全  国  平  均 89.6％ 0.64

財 政 健 全 化 判 断 比 率
※ ※ ※ ※

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率

－－－
14.12

連結実質赤字比率

－－－
19.12

実質公債費比率

9.0
25.0

将来負担比率

62.3
350.0

県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 10.6 64.6
　平成19年6月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財
政健全化法）」に基づき、上記指標を算定しました。この指標は、地方公共団体の
「早期健全化」と「財政再生」の2段階で財政悪化状況をチェックするとともに、
特別会計や一部事務組合等も併せた連結決算により、地方公共団体全体の財政
状況を明らかにしようとするものです。
　勝山市はいずれの項目においても、早期健全化基準を大きく下回り、健全である
といえます。　　　　　　　 　  （詳しくは、市のホームページをご覧ください）

※
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構

造
の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ

ら
わ
し
た
も
の
。
毎
年
経
常

的
に
収
入
さ
れ
る
財
源
の
う

ち
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
な
ど
、
必
ず
支
払
う
経

費
の
割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共

団
体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
。

　

一
般
の
家
庭
に
例
え
る

と
、
子
ど
も
が
別
居
し
て
い

る
場
合
、
標
準
的
な
生
活
費

（
家
賃
や
食
費
な
ど
）
に
対

す
る
標
準
的
な
収
入
（
給
料

な
ど
）の
割
合
で
す
。
な
お
、

標
準
的
な
生
活
費
と
標
準
的

な
収
入
の
差
額
で
不
足
が
生

じ
る
と
親
か
ら
の
仕
送
り

（
普
通
交
付
税
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
標
準
財
政
規
模
】
地
方
公

共
団
体
が
自
由
に
使
え
る
財

源
の
標
準
的
な
収
入
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会

計
等
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全

会
計
（
一
般
会
計
等
だ
け
で

な
く
、
そ
の
他
の
特
別
会
計

を
含
む
）
の
実
質
赤
字
が
標

準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般

会
計
等
が
負
担
す
る
市
債
等

の
償
還
金
が
標
準
財
政
規
模

に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会

計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
債

務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高
（
親
が
肩

代
わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、

家
族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な

ど
に
係
る
経
費
の
総
額
か

ら
、
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の

で
き
る
財
源
（
貯
金
な
ど
）

を
差
し
引
い
た
額
が
、
そ
の

年
の
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。
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歳出

人件費（19.7％）

物件費（11.3％）

補助費等（10.2％）

普通建設事業費（16.5％
）

扶助費（16.7％）

公債費（8.8％）
積立金（1.4％）
貸付金（3.2％）

繰出金（9.7％）

歳入総額
125億48万円

歳入

市　税
30億6,808万円
（24.5％）

その他
11億3,176万円
（9.1％）

地方交付税
38億7,515万円
（31.0％）

県支出金
9億7,285万円
（7.8％）国庫支出金

12億7,097万円
（10.2％）

諸収入
5億3,753万円（4.3％）

繰入金
2億7,511万円（2.2％）歳出総額

121億2,670万円

投
資
及
び

　

出
資
金（
0.1
％
）

災
害
復
旧
事
業
費（
0.1
％
）

市 債  　
13億6,903万円
（10.9％）

総務費
14億8,552万円
（12.2％）

民生費
35億5,214万円
（29.3％）

衛生費
8億1,504万円
（6.7％）

土木費
15億3,689万円
（12.7％）

消防費　4億4,571万円（3.7％）

災害復旧費
554万円（0.1％）

教育費
17億2,529万円
（14.2％）

公債費
10億7,128万円
（8.8％）

商工費　5億4,509万円（4.5％）

議会費　1億7,247万円（1.4％）

労働費
2億2,947万円
（1.9％）
農林水産業費
5億4,226万円
（4.5％）

諸

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　
（
2.3
％
）

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 付 金

3億3,336万円
1億8,894万円
2億2,075万円
1億5,347万円
1億393万円
655万円
4,856万円
901万円
579万円
165万円
1,183万円
435万円
4,357万円

●
総　

括
●

　

平
成
24
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が

1
2
5
億
48
万
円
、
歳
出
が
1
2
1
億
2
6
7
0
万
円
と

な
り
、
歳
入
で
3.1
%
の
減
、
歳
出
で
3.5
%
の
減
（
前
年
度

比
＝
以
下
同
じ
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
の
差
引
き

の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
源

7
4
6
4
万
円
を
引
い
た
2
億
9
9
1
4
万
円
が
実
質
的

な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳　

入
●

　

市
税
は
、
評
価
替
え
の
た
め
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画

税
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
っ

て
年
少
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
影
響
に
よ
り
個
人
市
民

税
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
市
税
総
額

で
は
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
30
億
6
8
0
8
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
市
税
を
含
め
た
自
主
財
源
総
額
は
45
億
6
2
3
5

万
円
で
、
自
主
財
源
比
率
は
36
・
5
%
（
0.8
%
の
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
で
は
、
特
別
交
付
税
が
降
雪
量
の
減
少
に

伴
う
除
排
雪
経
費
の
減
が
算
定
に
影
響
し
大
き
く
減
額
と

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
普
通
交
付
税
も
算
定
に
用
い
ら
れ

る
単
位
費
用
の
減
な
ど
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
総

額
で
38
億
7
5
1
5
万
円
（
4.6
%
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
特
定
財
源
で
は
、
臨
時
市
町
村
道
除
雪
事
業
補
助

金
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
減
額
と
な
っ
た
ほ

か
、
県
支
出
金
に
つ
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
補
助
金
の
廃
止
に
よ
り
大
き
く
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
債
は
、
新
体
育
館
建
設
や
公
共
施
設
の
耐
震
補
強
工

事
な
ど
の
財
源
と
し
て
の
借
り
入
れ
が
増
額
と
な
り
、
総

額
で
は
13
億
6
9
0
3
万
円
（
50
・
0
%
の
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

●
歳　

出
●

　

総
務
費
で
は
、
各
地
区
の
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
活

用
す
る
た
め
の
基
金
積
立
金
が
大
き
く
減
額
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
総
額
14
億
8
5
5
2
万
円
（
15
・
0
%

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
私
立
保
育
園
の
改
築
及
び
耐
震
補
強
工

事
に
係
る
補
助
金
や
介
護
施
設
の
整
備
に
係
る
補
助
金
の

減
額
な
ど
に
よ
り
、
総
額
35
億
5
2
1
4
万
円
（
3.8
%
の

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の
修
繕
工
事
や
恐

竜
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
新
設
、
横
浜
で
の
勝
山
フ
ェ
ア
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、
総
額
5
億
4
5
0
9
万
円
（
18
・
9
%

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
降
雪
量
の
減
少
に
伴
う
除
雪
作
業
委
託

料
の
減
額
や
、
前
年
度
に
実
施
し
た
市
営
栄
町
住
宅
建
設

工
事
の
完
了
な
ど
に
よ
り
大
き
く
減
額
と
な
り
、
総
額
15

億
3
6
8
9
万
円
（
9.0
%
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
教
育
会
館
や
成
器
南
小
学
校
及
び
成
器

西
小
学
校
（
と
も
に
南
校
舎
）
の
耐
震
補
強
工
事
・
大
規

模
改
造
工
事
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
総
額
17
億
2
5
2
9

万
円
（
13
・
7
%
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
前
年
度
末

残
高
か
ら
9
6
9
5
万
円
減
と
な
り
、
総
額
13
億

9
6
1
1
万
円
（
6.5
%
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
市
債
借
入
額
が
元
金
償
還

額
を
上
回
っ
た
た
め
、98
億
1
3
9
6
万
円
（
4.5
%
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
を

除
い
た
普
通
債
等
の
残
高
に
つ
い
て
も
前
年
度
か
ら
増
加

し
、57
億
7
8
2
8
万
円
（
1.7
%
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
決
算
状
況

　

市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

24
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財政公表
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９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
６
日

か
ら
９
月
25
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
市
議
会
招
集
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

優
勝
し
た
山
口
茜
選
手
を
始
め
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
を
目
指
す
勝
山
市
の
若
者

を
支
援
す
る
「
世
界
に
羽
ば
た
く

勝
山
市
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す

る
会
」
の
設
立
に
つ
い
て
触
れ
、

行
政
と
し
て
も
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
中
国
浙
江
省

麗
水
市
か
ら
、
２
小
学
校
の
関
係

者
と
児
童
を
合
わ
せ
た
16
名
の
訪

問
団
が
来
勝
さ
れ
、
教
育
委
員
会

と
友
好
交
流
意
向
書
を
締
結
し
、

今
後
の
交
流
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
、
新
体
育
館

の
本
体
建
設
工
事
に
着
手
す
る
事

業
費
や
北
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
整
備
の
た
め
の
敷
地
造
成

工
事
及
び
建
設
の
実
施
設
計
等
の

平
成
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

9
月
定
例
議
会

 

勝
山
市
公
平
委
員
会
委
員

　

林　

キ
ヨ
子
（
上
高
島
）

 

勝
山
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

北
川　

教
高
（
毛
屋
町
）

 

勝
山
市
監
査
委
員

　

北
山　

謙
治
（
沢
町
１
）

事
業
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
衆
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
係
る
補
助
金
な
ど
の
増
額

で
、
一
般
会
計
に
お
い
て
８
億
８

１
７
万
３
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
１
２
４
億
３
３
７
９
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

◆
条
例

　

２
件
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

• 

勝
山
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

　

そ
の
他
２
議
案
が
可
決
さ
れ
、

３
議
案
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
件
の
意
見
書
案
が
可

決
さ
れ
、
１
件
の
陳
情
が
趣
旨
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
の

歳
入
歳
出
決
算
に
係
る
２
件
が
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

　

次
の
委
員
等
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
倉
田
源
右
ヱ
門
議
員

副
議
長
に
帰
山
寿
憲
議
員

　

９
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、松
村
治
門
議
長
が
辞
職
し
、

倉
田
源
右
ヱ
門
議
員
が
議
長
に

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
門
善
孝
副
議
長
が
辞

職
し
、
帰
山
寿
憲
議
員
が
副
議

長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

帰山副議長 倉田議長

　ここ数年、子どもたちが河川清掃で拾ったごみを分析
した結果によると、ごみのほとんどは『大人が捨てた（出
した）ごみ』であることが分かりました。
　大人の皆さん1人ひとりが『川にごみを捨てない、捨
てさせない』ことを心がけていき、世界にも誇れるきれ
いな勝山を、子どもたちにきれいなままで受け継いで
いってもらいたいものです。

川にごみを捨てないで川にごみを捨てないで

コーヒー缶やビール缶が目立つコーヒー缶やビール缶が目立つ
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平
成
平
成
2424
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

業
務
状
況
（
表
①
参
照
）

　

平
成
24
年
度
は
、
給
水
区
域
内

人
口
の
減
少
（
２
８
９
人
減
、
前

年
度
比
１
・
20
％
減
）
に
伴
い
、

給
水
人
口
、
給
水
戸
数
、
年
間
総

配
水
量
お
よ
び
年
間
有
収
水
量
に

つ
い
て
は
前
年
度
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
漏
水
対
策
等
に
よ

り
、
有
収
率
は
微
増
と
な
り
ま
し

た
。

財
政
状
況
（
表
②
参
照
）

　

本
年
度
の
総
事
業
収
益
は
３
億

７
２
７
７
万
３
千
円
、
総
事
業
費
用

は
３
億
４
３
７
９
万
８
千
円
と 

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当
年

度
は
純
利
益
２
８
９
７
万
５
千
円

を
計
上
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
利
益
積
立
金
に
積
み
立
て

ま
す
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
５
０
０

８
万
６
千
円
、
資
本
的
支
出
は
２

億
３
２
６
１
万
２
千
円
と
な
り
、

こ
の
１
億
８
２
５
２
万
６
千
円
の

不
足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
、
当
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
お
よ
び
減
債
積
立
金
で

補
填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

毎
年
、
安
心
で
き
れ
い
な
水
道

水
の
安
定
供
給
を
図
り
な
が
ら
、

勝
山
市
水
道
事
業
の
健
全
な
財
政

基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

主
な
収
入
源
の
水
道
料
金
収
入

は
、
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
料

金
改
定
お
よ
び
木
根
橋
地
区
簡
易

水
道
の
上
水
道
統
合
に
よ
り
、
対

前
年
比
３
・
50
％
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
支
出
に
お
い
て

は
減
価
償
却
費
が
増
加
し
、
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
清
浄
で
安
全
な
水
の

供
給
を
図
る
た
め
、
既
存
水
道
施

設
の
維
持
管
理
の
充
実
を
怠
る
こ

と
な
く
、
ま
た
累
増
す
る
企
業
債

の
元
金
償
還
に
要
す
る
費
用
お
よ

び
減
価
償
却
費
に
対
応
し
得
る
経

営
基
盤
の
確
立
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
水
道
事
業
会
計
の
健
全

な
経
営
の
た
め
、
平
成
23
年
度
・

24
年
度
に
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
立
図
書
館
に
備
え

て
あ
る
決
算
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
０
９

項　　目 業　務　量 前年度比
給 水 人 口 22,877 人 － 1.18％
給 水 戸 数 7,267 戸 － 0.90％
年間総配水量 3,028,743 ㎥ － 2.31％
年間有収水量 2,480,978 ㎥ － 2.24％

１日最大配水量 14,807 ㎥
（平成25年1月6日）  3.28％

有 収 率 81.91 ％  0.07％
導送配水管延長 310,460 m  1.97％

区　　分 H24年度決算額 H23年度決算額
収 入 3億7,277万3千円 3億6,136万3千円
支 出 3億4,379万8千円 3億5,289万5千円
差 引 2,897万5千円 846万8千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）

市道6－34号線
配水補助管布設工事

滝波町
１丁目 43万8千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
牛ヶ谷・聖丸遠方監視制
御装置更新工事

野向町
牛ヶ谷ほか 921万9千円

雁が原配水池残留塩素計・
超音波流量計取替工事

村岡町
浄土寺 766万5千円

メーター口径
※50ミリ以上は省略

基本料金　10㎥まで 超過料金　1㎥につき

13ミリ 20ミリ 25ミリ 40ミリ 11 ～ 30㎥ 31 ～ 50㎥ 51 ～ 100㎥ 101㎥～

H23年度 1,100円 1,250円 1,450円 1,650円 113円 128円 130円 155円

H24年度以降 1,150円 1,300円 1,500円 1,700円 120円 135円 140円 165円

区　　分 H24年度決算額 H23年度決算額
収 入 5,008万6千円 6,385万2千円
支 出 2億3,261万2千円 2億5,634万8千円
差 引 －1億8,252万6千円 －1億9,249万6千円

表①　業務状況

表②　財政状況

表③　主な拡張事業

表④　主な改良事業

【収益的収支（税抜）】

水道料金表　（税別）

【資本的収支（税込）】

※23年度：平成23年5月検針分（4月使用分）～平成24年4月検針分（3月使用分）
　24年度以降：平成24年5月検針分（4月使用分）～
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　市内に２か所ある幼稚園では遊びを通して多くの
ことを学び、自立心や基本的生活習慣など「生きる
力」の基礎を身につけていきます。

遊びから学ぶ
　身体を動かして遊ぶことが大切な時期に、３～５
歳児がおもいっきり遊ぶことができる広い園庭・園
舎の環境が整っています。
　その中で、自立心・人と関わる力、表現力、話す力・
聞く力、思考力の基礎、体力の向上・基本的生活習
慣を身につけています。

H26年度入園対象▶H20.4.2 ～ H23.4.1生まれ（3～ 5歳児）
保育料▶入園料　6,500円
　　　　保育料　5,000円／月（その他諸経費有)
　　　　※所得に応じた減免制度があります

問　成器南幼稚園（元町２丁目18-38）☎88－1328
　　勝山中部幼稚園（郡町２丁目２-27）☎88－1271

幼稚園幼稚園

8：00 登園
 好きな遊び　
10：00 クラス活動・設定保育
 園外活動
12：00 給食（学校給食）
13：00 好きな遊び
14：30 クラスの集い
15：00 降園

幼　稚　園　の　１　日

教育委員会・小学校・家庭・地域の方と
連携しながら、より良い幼稚園作りを進
めています。

小学校で調理された給食をいただいてい
るため、１年生になっても抵抗なく学校
給食を食べることができます。

子育てに関する情報は、お便りやブログかつや
ま（市のホームページ）を通じてお知らせして
います

勝山市の教育目標
『心身ともに健やかでたくましい子』
　・思いきり遊ぶ子
　・素直で心豊かな子
　・よく聞きよく話す子
　・考えてやり遂げようとする子
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保育園・幼稚園ってどんなところ？

　保護者の就労や疾病等により、家庭で保育できな
い児童を預かり（養護）、教育する福祉施設です。
　生涯にわたる人間形成の基礎を培うとても大切な
時期によりよい環境を整え、児童の成長・発達を保
障することに重きをおき、心身共に健やかな育ちの
支援をしています。

入 園対象▶保護者の就労などにより、家庭内で保育
が受けられない生後８週以上の就学前児童
開園時間▶
　市立保育園：午前７時30分～午後６時30分
　私立保育園：午前７時～午後７時
　　　　　　　（午後6時以降は延長保育）
保育料▶保護者の所得税、市民税を基に決定します

問　福祉・児童課（すこやか内）☎87－0777

保 育園保 育園

 0 ～ 2歳児 ３～５歳児
7：30 順次登園（私立保育園は7：00から）
 　　　　自由遊び
9：30 おやつ 集団活動など
10：00 活動
11：30 昼食 昼食準備・昼食
13：00 お昼寝 お昼寝（3・4歳児）
  クラス活動（5歳児）
15：15 　　　　おやつ
16：00 自由遊び・順次降園（18：30までに）
※私立保育園では、18：00から19：00までは
　延長保育となります

保　育　園　の　１　日

おいしい給食・手作りおやつ
調理室から漂ってくるいいにおいに「今
日のおかずは何かな？」と、子どもた
ちは毎日給食を楽しみにしています。

小学校への入学がスムーズにいくよ
う、幼稚園・小学校と連携して、子ど
もたちの交流の場を設けています。

勝山市の保育目標
『自然を愛し、のびのびと遊ぶ勝山っ子』
　・豊かな自然に感動する子ども
　・人や物との関わりの中で
　　　　　　思いやりの心を持てる子ども
　・元気よく、すすんで活動する子ども
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ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは…
　新薬（先発医薬品）の特許期間が終了した後
に開発された、安価で家計にやさしい医薬品で
す。
　効き目や安全性については、新薬と同等であ
ることを厚生労働省が認めており、飲みにくい
薬の形や大きさを変えたり、苦みを抑えたりと
いった工夫がされている場合もあります。

ジェネリック医薬品を利用するには…
　病院や薬局で薬を処方してもらう際に、
「ジェネリック医薬品を利用できますか？｣ と
尋ねてみてください。また、勝山市ではオリ
ジナルのジェネ
リックカードを配
布していますの
で、ご希望の方は
下記までお問い合
わせください。

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申
告において全額が社会保険料控除の対象となり
ます。その場合、その年の１月１日から12月31
日までに納付した保険料が対象となります。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されますので、年末調整や確定申告の際
に添付してください。
※ ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、納付された方の社会保険料控除に加える
ことができます
■証明書が送付される時期
・９月30日までに保険料を納付された方

→平成25年11月上旬
・10月１日以降に初めて保険料を納付された方

→平成26年２月上旬

　老齢または退職を支給事由とする年金
は、雑所得として所得税がかかります。
　下記の金額の老齢年金を受け取られた方には
「扶養親族等申告書」が11月上旬にお手元に届
きますので、届きましたらお早めに提出してく
ださい。

年　　齢 年金額
65歳未満 108万円以上
65歳以上 158万円以上

＜ 注＞提出されないと、各種控除が受けられな
いだけでなく、源泉徴収額が多くなる場合が
ありますので、扶養親族となる方がいない場
合でも忘れずに提出してください。

※ 「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」・「扶養親族等申告書」は、いず
れも日本年金機構から郵送されます

ジェネリック医薬品を利用していますか？ジェネリック医薬品を利用していますか？

「社会保険料（国民年金保険料）「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発送されます控除証明書」が発送されます

「扶養親族等申告書」の「扶養親族等申告書」の
提出をお忘れなく！提出をお忘れなく！

国
保

年
金

問　市民課（市役所1階） （☎88－8102）

問　市民課（市役所1階）☎88-8102　　福井年金事務所　☎0776-23-4516
　　控除証明書専用ダイヤル（11月1日から）☎0570-070-117
　　※050または070で始まる電話からは　☎03-6700-1130　へおかけください

新薬の開発

新薬の発売

ジェネリック
医薬品の発売

開発期間
10～ 20年

特許期間
20～ 25年

一般的には
数百億円の
投資が必要

開発期間が
数年と短く、
価格が低い

特定健診は受診されましたか？
　特定健診を受けることは、健康管理や病気の早
期発見ができて、医療費の節約にも繋がります。
　集団健診は11月で終了します。通院中の方も受
診しましょう。新たに国保に加入した方や受診券
をなくされた方は、健康長寿課へお申し込みくだ
さい。
問　健康長寿課（すこやか内）☎87－0888

保険料を
納めた方へ

年金受給者
の方へ
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インタビューインタビュー

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

〜
耳
鼻
科
医
の
立
場
か
ら
〜

〜
耳
鼻
科
医
の
立
場
か
ら
〜

耳鼻咽喉科
いとうクリニック
伊藤　聡久 院長

■
耳
鼻
科
の
疾
患
に
つ
い
て

　

耳
鼻
科
の
疾
患
は
、
春
は
花
粉
症
、
夏
は

急
性
中
耳
炎
な
ど
季
節
に
よ
っ
て
流
行
が
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
多
い
蓄
膿
症
は
、
風
邪
の
ば
い

菌
が
鼻
の
奥
に
感
染
し
て
か
か
り
ま
す
。
乳

児
期
か
ら
集
団
生
活
を
す
る
た
め
、
急
性
中

耳
炎
な
ど
耳
鼻
科
の
疾
患
は
低
年
齢
化
し
て

い
ま
す
。

■
高
齢
者
の
状
況

　

勝
山
の
高
齢
者
は
、
元
気
で
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
は
、
知

ら
な
い
う
ち
に
鼻
の
奥
に
、
ば
い
菌
が
長
期

間
い
た
こ
と
に
よ
り
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
に
か

か
っ
て
い
る
人
や
滲
し
ん
し
ゅ
つ出
性
中
耳
炎
の
患
者
が

多
い
で
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
耳
の
病
気
な
ど
に
よ
る
潜

在
的
平
衡
機
能
障
害
か
ら
、
め
ま
い
を
起
こ

す
人
も
い
ま
す
。
体
力
が
落
ち
て
く
る
と
、

今
ま
で
体
全
体
で
補
っ
て
い
た
平
衡
感
覚
が

補
い
き
れ
な
く
な
り
、め
ま
い
が
出
て
き
ま
す
。

■
働
き
盛
り
の
状
況

　

最
近
、
突
発
性
難
聴
に
な
る
40
〜
50
歳
代

の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
突
発
性
難
聴
に
な

る
要
因
の
1
つ
に
ス
ト
レ
ス
が
影
響
す
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
か
か
っ
て
か
ら
1

週
間
以
内
に
治
療
す
れ
ば
治
り
ま
す
が
、

放
っ
て
お
く
と
な
か
な
か
治
ら
な
い
人
も
い

ま
す
。
耳
が
詰
ま
っ
て
耳
抜
き
を
す
る
よ
う

な
状
況
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
、
外
来
患
者
の
半
数
が
1
週
間

以
内
に
受
診
し
て
い
ま
す
。

■
連
携
に
つ
い
て

　

入
院
が
必
要
な
場
合
は
、
患
者
の
希
望
に

応
じ
て
福
井
社
会
保
険
病
院
な
ど
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。
患
者
の
重
症
度
を
見
極
め
て
対

応
す
る
こ
と
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
役
割
で
も
あ

り
ま
す
。

■
耳
鼻
科
疾
患
を
防
ぐ
た
め
に

　

耳
鼻
科
の
疾
患
を
予
防
す
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
は
、①
風
邪
を
ひ
か
な
い
②
う
が
い
・

手
洗
い
・
マ
ス
ク
を
す
る
③
睡
眠
を
よ
く
と

る
な
ど
で
す
。

　

外
か
ら
家
に
帰
っ
て
く
る
と
手
洗
い
を
し

ま
す
が
、
実
は
家
庭
内
で
の
感
染
が
多
い
で

す
。
家
庭
内
で
の
感
染
サ
イ
ク
ル
を
止
め
る

た
め
に
も
、
家
の
中
で
も
う
が
い
・
手
洗
い
・

マ
ス
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
う
が
い
は
、
元

気
な
と
き
ほ
ど
１
日
３
〜
４
回
は
し
て
く
だ

さ
い
。
ち
ょ
っ
と
喉
が
痛
い
な
と
気
が
つ
い

て
か
ら
う
が
い
を
し
て
も
、
す
で
に
感
染
し

て
い
る
の
で
、
そ
う
な
る
前
に
実
行
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

最終回

第
22
回　

勝
山
の
魅
力
と
課
題
を

発
信
す
る
子
ど
も
た
ち

　

私
が
勝
山
市
に
来
て
以
来
、
徹
底
し

て
行
っ
て
き
た
こ
と
が
、「
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
発
信
」で
す
。子
ど
も
た
ち
か
ら
、

大
人
に
向
け
て
、
勝
山
の
魅
力
を
高
め

る
と
同
時
に
、
課
題
を
改
善
し
て
い
く

提
案
を
し
て
い
ま
す
。

◆ 

S
A
T
O
Y
A
M
A
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
に
お
け
る
発
表

　

９
月
８
日
の
「
子
ど
も
環
境
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
鹿
谷
小
学
校
、

村
岡
小
学
校
、
荒
土
小
学
校
が
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
県
下
で
、
１
つ
の
自
治

体
か
ら
３
校
も
発
表
し
た
の
は
勝
山
市

だ
け
で
す
。

　

鹿
谷
小
学
校
の
児
童
は
、
赤
と
ん
ぼ

に
つ
い
て
は
、
生
き
物
に
と
っ
て
す
み

や
す
く
、
人
に
も
安
全
な
稲
作
を
模
索

し
ま
し
た
。
外
来
種
に
つ
い
て
は
、
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
や
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
の
駆
除
を
通
し
、「
ま
ず
は
外
来

種
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が
最
重
要
」

「
外
来
種
の
存
在
に
無
関
心
な
大
人
の
存

在
が
問
題
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ビ
オ

ト
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
構
造
に

問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
本
来
の

鹿
谷
ら
し
い
自
然
に
近
づ
け
る
提
案
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら
と
て
も
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

荒
土
小
学
校
は
、
希
少
種
で
あ
る
バ

イ
カ
モ
と
い
う
水
草
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
が
年
間
を
通
し
て
科
学
的
に
調

査
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
大
人

が
知
ら
な
い
勝
山
の
魅
力
を
、
市
外
に

向
け
て
発
信
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

村
岡
小
学
校
で
は
、
小
原
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
県
の
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

と
と
も
に
取
り
組

ん
で
き
た
、
ミ
チ

ノ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ

ウ
の
保
全
活
動
に

つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
活
動
開
始

時
に
比
べ
、
大
き

な
成
果
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

◆
大
人
は
ど
う
応
え
る
べ
き
か

　

子
ど
も
た
ち
の
発
信
に
対
し
、
徐
々

に
地
域
の
大
人
が
協
力
し
、
一
緒
に
地

域
を
よ
く
し
よ
う
と
い
う
活
動
が
広

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま

だ
無
関
心
な
大
人
や
、
耳
を
傾
け
よ
う

と
し
な
い
大
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
思
い
に
、
大
人
が
応
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
を
好
き
に

な
る
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
増
え
、
勝

山
の
持
続
可
能
性
を
も
高
め
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
家
庭
、
学
校
で
も
、

子
ど
も
た
ち
が
勝
山
を
も
っ
と
知
る
機

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

勝
山
の
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
大
人

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
勝
山
の
魅
力
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
勝
山
に

残
ろ
う
、
戻
ろ
う
と
思
い
ま
す
か
？
よ

く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ん

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

子どもたちからの発信　みなさんは受け止めていますか？子どもたちからの発信　みなさんは受け止めていますか？

hisho
環境10%
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平
成
25
年
度

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

笠
松
莉
奈
（
勝
山
南
部
２
）

優 

秀
賞
▼
寺
本
悠
希
斗
、
和
田
万
里

奈
、
石
上
穂
伸
子
（
勝
山
中
部
３
）

武
内
里
奈
（
勝
山
南
部
３
）
藤
村

あ
か
り
、堀
菜
々
夏（
勝
山
南
部
２
）

中
村
瑶
菜
、
東
川
玖
令
亜
（
勝
山

中
部
１
）
石
田
ち
さ
都
（
勝
山
南

部
１
）
西
脇
大
晟
（
勝
山
北
部
１
）

入 

選
▼
杉
下
瑞
輝
（
勝
山
中
部
３
）

有
馬
雪
乃
（
勝
山
北
部
３
）
宮
本

莉
帆（
勝
山
中
部
２
）横
山
綺
乃（
勝

山
南
部
２
）
多
田
京
加
（
勝
山
北

部
２
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
宮
本
茉
奈
（
村
岡
５
）

優 

秀
賞
▼
林
花
（
北
郷
６
）
野
尻
愛

佳
（
成
器
南
６
）
稲
木
佑
馬
（
成

器
西
６
）
石
川
涼
（
北
郷
４
）
松

本
征
也
（
成
器
南
３
）

入 

選
▼
松
下
由
樹
（
三
室
４
）
宮
本

桜
良
（
村
岡
３
）

第
41
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
小
林
篤
生
（
勝
山
中
部
３
）

山
内
優
依
（
勝
山
南
部
２
）
大
澤

瑞
稀（
勝
山
中
部
１
）山
内
玲
奈（
村

岡
６
）
松
山
愛
来
（
成
器
西
５
）

田
村
早
希
（
成
器
南
４
）
永
井
大

喜
（
成
器
南
３
）
向
井
海
瑠
（
成

器
西
２
）
皿
沢
敬
太
（
荒
土
１
）

銀 

賞
▼
上
出
美
幸
（
勝
山
南
部
３
）

西
野
葉
月
（
勝
山
中
部
３
）
石
塚

有
梨
沙
（
勝
山
中
部
２
）
中
野
沙

羅
（
勝
山
南
部
２
）
玉
木
遥
（
勝

山
北
部
１
）
有
島
尚
志
（
勝
山
南

部
１
）
山
田
遥
（
村
岡
６
）
鳥
居

結
唯
（
成
器
南
６
）
青
木
咲
樹
（
成

器
西
５
）
山
下
凛
夏
（
北
郷
５
）

片
山
夢
奈
（
成
器
西
４
）
藤
田
睦

樹
（
成
器
南
４
）
舟
田
早
希
（
成

器
西
３
）
川
崎
莉
奈
（
成
器
南
３
）

今
井
友
椛
（
成
器
南
２
）
谷
口
莉

依
（
荒
土
２
）
細
川
拓
夢
（
成
器

西
１
）
田
中
詩
音
（
荒
土
１
）

銅 

賞
▼
中
野
崇
人
（
勝
山
南
部
３
）

杉
平
菜
摘
（
勝
山
中
部
３
）
安
居

真
菜
美
（
勝
山
北
部
３
）
前
川
育

未
（
勝
山
中
部
２
）
斎
藤
瑠
、
中

村
安
寿（
勝
山
南
部
２
）中
村
百
花
、

杉
下
瑛
紀
（
勝
山
中
部
１
）
西
川

俊
央（
勝
山
南
部
１
）平
島
愛
菜（
三

室
６
）
立
壁
百
葉
（
成
器
西
６
）

木
戸
口
真
彩（
村
岡
６
）柳
原
泰
志
、

山
岸
由
昂（
成
器
西
５
）江
守
慶（
成

器
南
５
）
野
地
愛
理
（
荒
土
４
）

黒
田
さ
く
ら
、
永
井
愛
菜
（
成
器

南
４
）
新
谷
実
里
（
成
器
西
４
）

近
藤
華
凜（
北
郷
３
）伊
藤
圭
星（
成

器
南
３
）
矢
戸
成
（
荒
土
３
）
梨

木
唯
花
、
福
嶋
崇
久
（
村
岡
２
）

大
倉
美
桜
（
成
器
西
２
）
稲
津
陽

菜
（
村
岡
１
）
須
見
日
向
葵
、
廣

田
歩
叶
（
荒
土
１
）

平
成
25
年
度
防
災

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞
▼
島
田
里
那
（
勝
山
北
部
２
）

村
上
友
麻
（
勝
山
南
部
３
）
秦
哲

也
（
勝
山
北
部
２
）
福
島
江
梨
那

（
勝
山
南
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

優 

秀
賞
▼
山
内
玲
奈
（
村
岡
６
）
南

部
凛
香（
荒
土
５
）牧
野
奈
々
美（
成

器
南
４
）
横
井
天
莉
沙
（
北
郷
３
）

今
井
友
椛
（
成
器
南
２
）
角
野
葵

唯
（
村
岡
１
）

平
成
25
年
度
下
水
道

「
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」

【
中
学
生
の
部
】

金
賞
▼
鳥
山
佳
音
（
勝
山
南
部
２
）

下 

水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

田
鳥
菜
々
子
（
勝
山
南
部
３
）

銀 

賞
▼
中
村
仁
美
（
勝
山
中
部
３
）

廣
田
綾
香
（
勝
山
北
部
３
）

銅 

賞
▼
松
村
結
加
（
勝
山
中
部
３
）

竹
島
綾
乃
（
勝
山
北
部
３
）
義
岡

征
二
郎
（
勝
山
中
部
２
）
金
巻
竜

太
朗
（
勝
山
中
部
１
）

入 

選
▼
荒
木
広
美
（
勝
山
中
部
３
）

牧
野
隼
斗
（
勝
山
南
部
３
）
宮
本

莉
帆（
勝
山
中
部
２
）伊
藤
小
雪（
勝

山
南
部
２
）
澤
巧
（
勝
山
中
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

金 

賞
▼
山
田
渓
太
郎
（
成
器
西
６
）

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

下 

水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

金
巻
明
希
（
成
器
西
５
）

銀 
賞
▼
野
村
昂
世
（
成
器
南
６
）
小

林
若
奈
（
北
郷
３
）

銅 

賞
▼
大
林
美
空
（
平
泉
寺
５
）
松

下
奈
菜
穂（
三
室
４
）中
村
星
来（
北

郷
４
）
安
居
華
奈
（
鹿
谷
２
）

入 

選
▼
木
村
響
（
成
器
西
５
）
川
村

侑
加
（
北
郷
５
）
下
牧
涼
香
（
荒

土
３
）
宮
澤
雪
野
（
三
室
２
）
中

村
美
結
（
荒
土
１
）

平
成
25
年
度
勝
山
市

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

最 

優
秀
賞
▼
酒
井
実
李
（
三
室
５
）

『
き
り
ひ
ら
こ
う

　
　

未
来
の
と
び
ら　

1
票
で
』

優 

秀
賞
▼
中
村
陽
人
（
成
器
南
６
）

小
田
桐
奈
海
（
三
室
６
）
廣
瀬
光

多
（
成
器
南
５
）
酒
井
悠
佑
（
三

室
５
）

平
成
25
年
度
防
火
標
語

金 

賞
▼
棚
田
陽
菜

（
竜
谷
夜
回
り
消
防
隊
４
年
）

『
ひ
ょ
う
し
木
を

　
　

た
た
い
て
つ
た
え
る火

の
用
心
』

銀 

賞
▼
三
屋
毬
莉
佳
（
成
器
南
６
）

伊
東
華
蓮
（
成
器
西
６
）
山
形
史

音
（
村
岡
６
）
水
井
菜
月
（
芳
野

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
５
年
）
白
木
凱

弥
（
芳
野
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
４
年
）
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勝山市男女共同ネットワーク広報『 の ぞ み 』　　～男女参画　はじめの一歩は　思いやり～

家族で取り組む男女参画家族で取り組む男女参画
　家族のライフスタイルに合わせた「家族で取り組む男
女共同参画」を募集したところ、201点の応募がありま
した。各家庭での様々な取り組みを通した「気付き」や「効
果」があったようです。
＜取り組み後の感想（一部抜粋）＞
• 家の仕事を「誰がする」と決めずに、気が付いた人が
率先してやりたい。
• 仕事や学校の予定により時間が変わってくるので、お
互いに譲り合ってカバーしていかなくてはならないと
気付いた。
• 男性が女性に対しての態度を見直した方がいいと思
い、家の中で取り組んだ。父の態度が今までより優し
くなってよかった。
• 福井の女性は「働くのが当たり前」と思われ、仕事に
家事にと、休む暇がない。少しでも手伝うことで、心
も和らぐのではないか。

勝山市男女共同ネットワーク活動紹介

６
月　

街
頭
啓
発

７
月　

夕
涼
み
講
座

10月　かつやまのぞみフェスタ
11月　永平寺町男女共同参画
　　　 ネットワークとの交流会
未定　第２回講座

【小学生の部（応募総数142点）】 【中学生の部（応募総数16点）】

優秀賞　川村　華穂（北郷２）
　　　　松山　結衣（成器南３）
　　　　久保　　晴（成器南４）
入　選　仲谷　優来（北郷１）
　　　　鳥山　紫帆（成器南２）
　　　　國吉穂乃叶（成器南３）
　　　　黒田さくら（成器南４）
　　　　石川　　涼（北郷４）

優秀賞　小倉　和泉（勝山南部１）
　　　　長岡　茉唯（勝山北部３）
　　　　高田いずみ（勝山中部３）
入　選　飯野　由樹（勝山南部１）
　　　　漏水　晴菜（勝山南部１）
　　　　横山　楓子（勝山中部１）
　　　　坂井　美里（勝山中部２）
　　　　上山　寛人（勝山南部３）

ポスターコンクール入賞作品を展示
　すこやかのロビーに10月27日㈰まで展示す
るほか、市内量販店でも展示する予定です。

問　勝山市男女共同ネットワーク事務局（未来創造課内、市役所２階）☎88－1115

平
成
平
成
2525
年
度
男
女
共
同
参
画

年
度
男
女
共
同
参
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞　

竹
田　

永
和

　
　
　
　
　
（
成
器
南
３
）

最
優
秀
賞　

笹
木　

紅
羽

　
　
　
　
　
（
勝
山
南
部
１
）

　勝山市男女共同ネットワークは、市内15団体と４個人
会員で構成されています。
　性別に関係なく、お互いを思いやることのできる男女
共同参画社会の実現に向けて、様々な活動に取り組んで
います。
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市
所
有
施
設
の

指
定
管
理
者
募
集

　

勝
山
市
が
所
有
す
る
次
の
施
設

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
管

理
を
行
う
民
間
事
業
者
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
担
当
課
窓
口
、
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。

東
山
い
こ
い
の
森

所
在
地
▼
北
谷
町
谷

１
１
７
字
３
‐
１

指
定
期
間
▼

　
　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜

　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

募
集
締
切
▼
11
月
５
日
㈫

勝
山
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
審
議
会
委
員
募
集

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
・
地
域

の
子
育
て
支
援
に
関
し
て
、
広
く

ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
新

た
に
設
置
す
る「
勝
山
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
審
議
会
」
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
市
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、

募
集
要
項
（
担
当
課
窓
口
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
▼
２
人
以
内

任 　

期
▼
３
年
間
（
平
成
25
年
11

月
下
旬
に
委
嘱
予
定
）

会　

議
▼
年
３
回
開
催
予
定

（
平
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
）

応 
募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
持
参
、
郵
送
、

も
し
く
は
メ
ー
ル
に
よ
り
、
担

当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

募
集
締
切
▼
10
月
31
日
㈭

公
募
委
員
の
選
考
▼
書
類
選
考

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
面
接
を

実
施
し
ま
す

申
・
問　

福
祉
・
児
童
課

☎
87
‐
０
７
７
７

説
明
会
▼
10
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

申
・
問　

林
業
振
興
課

☎
88
‐
８
１
２
１

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森

所
在
地
▼
村
岡
町
寺
尾
51
‐
11

指
定
期
間
▼

　
　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜

　
　
　

平
成
36
年
３
月
31
日

募
集
締
切
▼
11
月
５
日
㈫

説
明
会
▼
10
月
23
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

申
・
問　

都
市
政
策
課

☎
88
‐
８
１
０
８

長年の功労に感謝状

芳野公民館
を改修

　平成16年から９年間にわたり、勝
山市固定資産評価審査委員を務めら
れた松崎洋一さん（69）＝村岡町栃
神谷＝の功労に対し、勝山市から感
謝状が贈呈されました。

　（財）自治総合センターが実施する宝
くじ社会貢献広報事業の助成を受けて、
芳野区が公民館を改修しました。
　芳野公民館は元勝山市北児童センター
であり、仕様の全てが小学生向けでした。
また、施設の老朽化や区内の高齢化に対
応するため、床や階段、トイレ、照明、
調理室などを大きく改修しました。
　今後は、安全で安心できる区民ふれあ
いの場として、芳野区町内会、老人会、
壮年会、婦人会、子供育成会、自主防災
組織など、多くの団体が1年を通して活
動することで、コミュニティ活動の更な
る活性化が期待されます。
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市
営
温
水
プ
ー
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

先
月
か
ら
改
修
工
事
の
た
め
に

休
業
し
て
い
た
市
営
温
水
プ
ー
ル

が
、
10
月
15
日
㈫
か
ら
通
常
営
業

し
ま
す
。（
外
周
工
事
は
10
月
末

ま
で
実
施
）

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
あ

わ
せ
て
、
左
記
の
と
お
り
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
▼
10
月
14
日
㈪
㈷

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
市
営
温
水
プ
ー
ル

内 　

容
▼
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

イ
ミ
ン
グ
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
お

よ
び
体
験
会

※ 

体
験
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※ 

午
後
２
時
〜
４
時
は
プ
ー
ル
を

無
料
開
放
し
ま
す

※ 

プ
ー
ル
利
用
者
に
は
、
お
菓
子

つ
か
み
取
り
（
子
ど
も
向
け
）、

粗
品
進
呈
（
大
人
向
け
）
あ
り

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

申
・
問　

市
営
温
水
プ
ー
ル

☎
88
‐
３
７
７
７

勝
山
ふ
る
さ
と
の
歌
を

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

　

10
月
26
日
㈯
の
市
民
総
合
文
化

祭
に
お
い
て
、「
勝
山
ふ
る
さ
と

の
歌
」
を
合
唱
で
歌
う
た
め
の
練

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
▼
10
月
21
日
㈪

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
第
１
会
議
室

対　

象
▼
小
学
３
年
生
以
上

申
込
締
切
▼
10
月
18
日
㈮

申
・
問　

勝
山
市
文
化
協
会

（
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
88
‐
８
１
１
４

勝
山
う
ま
い
も
ん
祭

と　

き
▼
10
月
26
日
㈯

　
　
　
　
　
　

27
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
越
前
大
仏
門
前
町

内 　

容
▼
出
店（
ま
つ
た
け
ご
飯
、

手
打
ち
お
ろ
し
そ
ば　

ほ
か
）、

吉
本
芸
人
ク
レ
ヨ
ン
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
（
26
日
）、
か
ち
や
ま

ワ
ッ
シ
ョ
イ
（
27
日
）
な
ど

※ 

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

問 　

勝
山
う
ま
い
も
ん
祭
実
行
委

員
会
（
勝
山
観
光
協
会
内
）

☎
87
‐
１
２
４
５

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

　

経
ヶ
岳
火
山
の
山
体
崩
壊
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
平
泉
寺
町
東

部
一
帯
の
地
質
・
地
形
を
バ
ス
で

め
ぐ
り
ま
す
。

と　

き
▼
11
月
２
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

集　

合
▼
市
役
所
裏

講　

師
▼
勝
山
市
ジ
オ
パ
ー
ク

ガ
イ
ド
の
会

定　

員
▼
40
人

※ 

参
加
者
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
・
問　

未
来
創
造
課

☎
88
‐
１
１
１
５

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

と　

き
▼
11
月
２
日
㈯

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

２
階
大
ホ
ー
ル

対　

象
▼
市
内
小
学
生

内 　

容
▼
ゲ
ー
ム
、
お
化
け
屋
敷

な
ど

定　

員
▼
50
人（先

着
順
・
要
申
込
）

費　

用
▼
１
人
２
０
０
円

※
仮
装
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

申
・
問　

未
来
創
造
課

☎
88
‐
１
１
１
５

勝
山
駅
舎
完
成
記
念
式
典
＆

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
全
線
開
通

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

昨
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山
駅
舎
お
よ
び

周
辺
整
備
が
完
成
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
▼
10
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
10
時

と
こ
ろ
▼
勝
山
駅
前
広
場

　　

ま
た
、
式
典
後
は
え
ち
ぜ
ん
鉄

道
全
線
開
通
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　

き
▼
10
月
19
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
▼
勝
山
駅
前
広
場

内　

容
▼
テ
キ
６
動
態
展
示

　
　
　
　

テ
ン
ト
市
な
ど

※ 

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
本
社
で
の
イ
ベ

ン
ト
も
同
時
開
催

※ 

当
日
は
フ
リ
ー
切
符
が
大
人
５

０
０
円
・
小
人
２
０
０
円
で
購

入
で
き
ま
す

勝
山
駅
舎
等
の
整
備
概
要

　

勝
山
駅
舎
と
ホ
ー
ム
待
合
所
の

大
幅
な
改
修
を
行
い
、
耐
震
補
強

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
空
調
設
備

の
設
置
や
清
潔
な
ト
イ
レ
の
整
備

な
ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
快
適
な
駅

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
の
機
能
の
ほ
か
に
勝

山
市
の
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
と
位

置
づ
け
、
観
光
情
報
発
信
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
場
と
し
ま
し
た
。

　

勝
山
駅
舎
と
ホ
ー
ム
待
合
所
は

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
い
る
た
め
、
改
修
に
あ
た
っ

て
は
、
大
正
３
年
の
勝
山
駅
創
建

当
時
か
ら
昭
和
初
期
の
雰
囲
気
を

再
現
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
以
前

は
駅
の
待
合
室
と
し
て
使
用
し
て

い
た
部
屋
の
天
井
が
、
創
建
当
時

の
ま
ま
の
状
態
で
残
っ
て
い
た
た

め
、
周
り
縁
や
照
明
器
具
の
台
は

そ
の
ま
ま
活
用
し
、
当
時
の
塗
装

色
も
再
現
し
ま
し
た（
写
真
参
照
）。

　

ま
た
、
駅
舎
南
側
に
隣
接
し
て

立
体
型
駐
輪
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

問　

都
市
政
策
課☎

88
‐
８
１
０
８

元
待
合
室
の
様
子
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故
村
岡
消
防
組
頭

髙た
か

野の

藤と
う
い
ち一
碑

　

藤
一
は
安
政
元
年
（
１
８
５
４
）、
浄
土
寺

村
に
生
ま
れ
た
。
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に

市
制
・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
て
村
岡
村
が
成

立
す
る
と
同
時
に
村
会
議
員
お
よ
び
浄
土
寺

区
長
と
な
り
、
同
28
年
に
は
村
会
議
員
に
再

選
さ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
の
村
々
の
消
防
（
火
消
）
組
織

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
勝
山
町
の
史
料
に
よ
る
と
、元
禄
期（
１

６
８
８
〜
１
７
０
４
）
に
は
す
で
に
火
消
制
度

が
見
ら
れ
、
幕
末
期
に
は
３
色
・
５
色
の
火
消

組
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
組
織
は
近
代
に

入
っ
て
も
一
定
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
が
、

あ
く
ま
で
も
地
区
の
有
志
に
よ
る
私
設
消
防

団
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
が
明
治
27
年
、
政
府
に
よ
り
「
消
防

組
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
全
国
の
統
一
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
は
そ

の
発
足
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

同
29
年
、
勝
山
町
は
焼
失
家
屋
１
５
０
０

余
戸
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
。
火
は
村
岡
村

滝
波
に
も
飛
び
火
し
、
76
戸
を
焼
い
た
。

　

こ
の
大
火
を
契
機
に
、
村
岡
村
で
も
消
防

組
が
組
織
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
藤
一
は

同
31
年
か
ら
４
年
に
わ
た
り
、
消
防
組
頭
と

し
て
日
夜
防
火
活
動
に
精
励
し
た
。

　

そ
の
功
績
を
讃
え
て
、
藤
一
が
亡
く
な
っ
た

３
年
後
の
同
38
年
に
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
発

起
人
に
は
藤
一
の
後
継
者
と
な
っ
た
中
村
彦
太

郎
ら
５
人
が
、
有
志
に
は
初
代
か
ら
第
３
代

ま
で
の
村
岡
村
長
な
ど
29
人
が
名
を
連
ね
て

い
る
。
な
お
、
第
２
代
村
長
の
笠
川
継
孝
は

県
議
会
議
員
、
さ
ら
に
は
国
会
議
員
と
し
て

も
活
躍
し
た
。

　

碑
の
書
は
、
全
国
的
に
名
を
知
ら
れ
た
書

家
西
脇
静
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

※ 

生
家
に
は
藤
一
に
関
す
る
史
料
が
残
っ
て
お

ら
ず
、
碑
文
の
み
を
手
が
か
り
に
し
た

市
史
編
纂
室　

山
田
雄
造

「青年よ
理学をめざせ」

～東京理科大学物語～

「銀のうでの
オットー」

「希望学
あしたの向こうに」
～希望の福井、

福井の希望～
馬場　錬成／著

東京書籍
ハワード＝パイル／作・画

童話館出版
東大社研／編
東京大学出版会

　青年たちが高い理想に燃えて、わが国
最初の私立理学学校を設立した。東京理
科大学の前身である東京物理学校を明治
初年につくった１６人の２０代の若者たちの
生涯をたどる。巻末に、物理学校の創設
前後から発展の歴史掲載。

　コンラッド男爵の息子として生まれた
オットーは、戦いから遠い修道院で育てら
れる。しかし、１２歳のとき連れもどされ、
戦乱の中、敵に捕らえられて片うでを切り
落とされてしまう。暗黒の中世に生き、悩
み苦しんだ、ひとりの少年の物語。

　独自戦略の開拓者たち、地域社会で進
む孤立化と貧困など、福井県民や地域社
会がこれまで経験した試練や挑戦してきた
姿を克明に描き出す。山崎亮×玄田有史、
藻谷浩介×中村尚史の対談も収録。『福
井新聞』連載を基に単行本化。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成25年９月末 前年比

総件数 361件 －20件

　人身事故
（うち高齢者）

37件
（9）

－18件
（－13）

　　死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

－1人
（0）

　　傷　者 39人 －26人

　物損事故 324件 －2件

10月の納税

８月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ９月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,132人 5 －13 －8 13 －26 －13 12,111人 －21人
女 13,289人 5 －13 －8 22 －34 －12 13,269人 －20人
合　計 25,421人 10 －26 －16 35 －60 －25 25,380人 －41人
世帯数 8,134世帯 8,104世帯 －30世帯

人口の動き

市・県民税▶第３期
納期限▶10月31日㈭　　口座振替▶10月28日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪５
浄
土
寺
と
寺
尾
の
間
を
走
る

国
道
１
５
７
号
の
北
沿
い
に

建
て
ら
れ
て
い
る
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勝山産業フェア開催
■９月22日　越前大仏講堂

　勝山で開発された技術や製品を紹介する、第５回
勝山産業フェアが開催され、各企業の工夫を凝らし
た展示や体験コーナーに多くの人が訪れました。

赤とんぼフォーラム開催
■９月28日　すこやか

　赤とんぼフォーラム2013を開催し、今年の調査経
過の報告や、兵庫県たつの市での赤とんぼを増やす
取り組みについての報告が行われました。

勝山左義長まつり実行委員会
地域伝統芸能大賞を受賞！

■10月５日　金沢市

　多年にわたり、地域伝統芸能の活用を通じて観光
や商工業の振興に顕著な貢献をしたと認められる団
体等に授与される平成25年度地域芸能伝統大賞に勝
山左義長まつり実行委員会が選ばれ、金沢市で授賞
式が行われました。
　また10月５日・６日の両日、勝山左義長ばやし保
存会がステージで演奏を披露しました。

　世界の強豪と日本のトップ選手が参加する、ヨネッ
クス・オープン・ジャパン2013で、山口茜

あかね
さん（勝

山高校１年）が、同大会日本人初・史上最年少での
優勝を果たしました。
　９月27日には市役所で優勝報告会が行われ、優勝
の祝福に大勢の市民が集まりました。

日
本
人
初
の
快
挙
！

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
・
オ
ー
プ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
３
優
勝

■
９
月
17
日
〜
22
日　

東
京


